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一九一―
-0年
代
イ
ン
テ
マ
、
オ
リ
ー
ソ
の
名
に
よ
っ
て
知
ら
れ
た
一
般
均
衡
理
論
的
国
際
貿
易
論
は
、
以
後
一
九
三
九
年
の
ヒ
ッ
ク
ス
の
「
価
値
21 
と
資
本
」
で
展
開
さ
れ
た
安
定
条
件
、
変
化
の
法
則
を
含
め
た
一
般
均
衡
分
析
を
組
織
的
に
国
際
貿
易
の
分
野
に
適
用
す
る
段
階
へ
と
前
進
し
た
。
本
書
は
モ
ザ
ッ
ク
が
一
九
四
一
年
の
夏
シ
カ
ゴ
大
学
に
提
出
し
た
学
位
ま
え
が
き
よ
う
と
試
み
る
の
は
魅
力
が
あ
る
。
」
ー
ヒ
ッ
ク
ス
「
価
値
と
賓
本
」
方
法
を
心
得
て
い
る
。
そ
の
兎
が
ど
う
し
て
中
に
入
っ
た
か
を
発
見
し
G
E
N
E
R
A
L
,
E
Q
U
I
L
I
B
R
I
U
M
 T
H
E
O
R
Y
 I
N
 
I
N
T
E
R
N
A
T
I
O
N
A
L
 T
R
A
D
E
.
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y
 }
A
C
O
B
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.
M
o
s
A
K
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「
純
粋
経
済
学
は
帽
子
か
ら
兎
を
＇
~
一
見
先
験
的
で
あ
り
な
が
ら
、
一
見
現
実
に
関
係
の
あ
る
よ
う
な
諸
命
題
を
|
|
＇
生
み
出
す
不
思
議
な
モ
ザ
ッ
ク
資
料
一
紹
介
「
国
際
貿
易
に
お
け
る
モ
ザ
ッ
ク
「
国
際
貿
易
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
」
（一）
一
般
均
衡
理
論
」
諭
文
で
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
ヒ
ッ
ク
シ
ャ
ン
一
般
均
衡
理
論
（
但
し
「
価
値
と
資
本
」
第
一
版
）
の
国
際
貿
易
論
へ
の
敷
術
で
あ
る
。
そ
の
構
成
は
、
（
木
村
）
第
1
部
国
際
貿
易
に
お
け
る
静
学
的
均
衡
理
論
第
1
章
一
個
人
に
か
ん
す
る
交
換
の
均
衡
第
lI
章
封
鎖
経
済
に
お
け
る
交
換
の
均
衡
第
皿
章
国
際
経
済
に
お
け
る
交
換
の
均
衡
第
IV
章
1
1
財
二
国
特
殊
ヶ
ー
ス
第
＞
章
国
際
貿
易
に
お
け
る
生
産
の
一
般
均
衡
第
Il
部
国
際
貿
易
に
お
け
る
異
時
的
均
衡
理
論
第
VI
章
個
人
消
費
者
計
画
第
v
l
l
章
企
業
者
計
画
第
珊
章
封
鎖
経
済
に
お
け
る
市
場
均
衡
木
村
（一）
滋
七
〇
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A
選
好
尺
度 ー
第
I
章
第
I
部
第
x章
結
論
第
IX
章
一
個
人
に
か
ん
す
る
交
換
の
均
衡
国
際
経
済
に
お
け
る
市
場
均
衡
国
際
貿
易
に
お
け
る
静
学
的
均
衡
理
論
均
衡
点
の
特
性
序
11u(Xi,
X2,
…
…
9
ぶ）
モ
ザ
ッ
ク
「
国
際
貿
易
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
」
H
（
木
村
）
以
下
章
を
追
っ
て
紹
介
す
る
。
尚
、
第
I
、
I
章
は
本
書
の
基
礎
と
な
る
の
で
、
か
な
り
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
(
1
)
Y
N
T
E
M
A
,
 T. 0., 
A
 M
a
t
h
e
m
a
t
i
c
a
l
 R
e
f
o
r
m
u
l
a
t
i
o
n
 
o
f
 t
h
e
 G
e
n
e
r
a
l
 T
h
e
o
r
y
 of International T
r
a
d
e
,
 1932, 
O
H
L
I
N
,
 
B
E
R
T
I
L
.
,
 
Interregional 
a
n
d
 
International 
T
r
a
d
e
,
 1933. 
H
I
C
K
S
,
 
J.R., V
a
l
u
e
 a
n
d
 Capital, 
1st 
edition 
1939, 
2
n
d
 ed. 
1946. 
あ
る
個
人
の
効
用
函
数
は
ぶ
9
x
s...•.. 
＂
さ
を
諸
財
の
量
と
し
て
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。
効
用
可
測
の
仮
定
の
も
と
で
は
効
用
函
数
は
一
義
的
に
存
在
す
る
と
仮
定
さ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
効
用
不
可
測
の
仮
定
の
も
と
で
は
効
用
函
数
U
の
七
任
意
の
函
数
F
(
u
)
も
F
、=
d
F
/
d
u
>
O
で
あ
る
か
ぎ
り
そ
の
同
一
無
差
別
曲
線
で
示
さ
れ
る
効
用
水
準
の
指
標
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
任
意
な
効
用
函
数
は
連
続
で
か
つ
第
一
次
お
よ
び
第
二
次
の
連
続
な
偏
導
函
数
を
有
し
て
い
る
と
仮
定
さ
れ
る
。
効
用
函
数
U
の
ば
あ
い
。
US11
閂`
us-110[-[屯
us-11Uts
(s, t111"2,•
…•;T 
効
用
函
数
F
(
u
)
の
ば
あ
い
。
F
,
1
1
F
、U
S
F
s
-
1
1
F
、u
s
-
+
F
、usu-
usが
0
よ
り
大
で
あ
る
無
差
別
図
表
領
域
に
限
定
す
る
（
無
差
別
曲
線
の
勾
配
は
す
べ
て
の
軸
に
た
い
し
て
負
。
）
F
‘
V
o
で
あ
る
の
で
F
,
>
。
か
く
て
各
任
意
な
効
用
函
数
に
対
応
し
て
い
る
石
の
限
界
効
用
の
指
標
(Us, 
F,)
は
大
き
さ
は
任
意
で
あ
る
が
符
号
は
一
義
的
に
決
定
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
FH
の
符
号
に
つ
い
て
は
何
ら
の
制
限
も
な
い
の
で
効
用
函
数
の
第
二
次
偏
導
函
数
F
,
ー
は
符
号
に
つ
い
て
す
ら
任
意
で
あ
る
。
次
に
ん
の
功
に
た
い
す
る
限
界
代
替
率
記
と
は
す
べ
て
の
他
の
財
の
量
が
不
変
の
ま
ま
で
あ
る
と
き
ら
の
限
界
的
一
単
位
の
追
加
よ
り
生
じ
て
い
る
追
加
的
な
効
用
を
ち
ょ
う
ど
相
殺
す
べ
き
功
の
減
少
と
定
義
e“ 
さ
れ
る
。
R
!
1
1
—
0さ
[
0
X
S
1
1
u
s
[
U
t
こ
の
比
率
u
,
l
u
,は
U
を
F
で
お
き
か
え
て
も
変
ら
な
い
。
F
,
/
F
,
1
1
F
`
u
,
/
F
、Ut11u.lu-
限
界
代
替
率
逓
減
の
法
則
と
は
出
の
功
に
た
い
す
る
限
界
代
替
率
が
424 
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際
貿
易
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お
け
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一
般
均
衡
理
論
」
与
え
ら
れ
た
無
差
別
曲
線
に
沿
っ
て
XS
が
xt
に
た
い
し
て
代
替
さ
れ
る
に
つ
れ
て
逓
減
す
る
と
い
う
こ
と
、
幾
何
学
的
に
は
無
差
別
曲
線
が
原
点
に
た
い
し
て
凸
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
含
ー
U
s
|
含dx
s
d
X
s
Aハ
0
き
d
 
U
s
 
引
巨
ー
ui2
xs
と
Xt
の
両
方
の
変
化
を
考
察
し
て
い
る
の
で
含
1
摺
＋
1
麿
11Ussー
-
u
,
,
&
d
X
s
,
0
8
s
 
ax, d
x
,
 
Ut 
惜
1
愕
＋
官
懐
=
u
,
,
|
u
i
t
F
d
x
,
 
f}x, 
fJx1 
d
x
,
 
u1 
迂
U
t
2
U
S
S
|
2
u
,
u
,
u
,
,
+
u
.
2
u
u
)
<
O
限
界
効
用
逓
減
の
法
則
は
Uss,
Utt
八
0
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
も
Ust
:
か
正
か
つ
充
分
大
で
あ
れ
ば
、
右
の
式
は
負
た
り
う
る
か
ら
、
限
界
効
用
逓
減
の
法
則
が
妥
当
し
な
い
ば
あ
い
で
も
妥
当
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
法
則
の
n
財
へ
の
一
般
化
は
幾
何
学
的
に
は
無
差
別
曲
面
は
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
原
点
に
た
い
し
て
凸
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
均
衡
点
の
決
定
個
人
は
n
種
の
財
の
単
位
時
間
当
り
の
初
期
供
給
量
ゞ
,
:X2, 
・・・・・・, 
炉
を
有
し
て
こ
れ
ら
を
現
行
交
換
比
率
に
て
得
る
こ
と
の
で
き
る
単
位
時
コ
レ
ク
ジ
ョ
ン
間
当
り
の
最
も
好
む
組
合
せ
（
均
衡
購
入
量
）
Xi,
X2,......, 
Xn
と
日
交
換
し
よ
う
と
す
る
と
仮
定
さ
れ
る
。
名
目
貨
幣
で
表
示
さ
れ
た
n
種
の
ニ
ュ
ー
メ
＞
］
ル
財
の
価
格
を
Pi.
P2,
…
…
"
吝
で
表
わ
す
。
基
準
財
第
n
財
で
測
っ
た
価
格
（
交
換
比
率
）
は
Yi11
店
Y211
閤
．． 
9
y
.
1
1
店
111
目
笠
笠
吝
下
の
と
こ
ろ
い
か
な
る
個
人
も
片
務
的
な
受
取
・
支
払
を
有
し
て
い
な
い
と
仮
定
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
一
個
人
の
総
供
給
額
は
総
需
要
額
に
等
し
い
。
貨
幣
所
得
を
r
で
表
わ
す
。
予
算
方
程
式
(1.2) 
P
1
X
1
+
P裟
2十
．． 
＋
p
芯円
""P151
十
苓
炉
＋
…
…
十
吝
Nn111r
完
全
競
争
を
仮
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
各
個
人
は
諸
価
格
に
影
轡
を
及
ぼ
さ
ず
、
(1.2)
の
諸
価
格
は
常
数
と
み
な
さ
れ
る
。
か
か
る
と
き
均
衡
購
入
羹
は
(1.2)
の
条
件
の
も
と
に
(1.1)式
を
極
大
な
ら
し
め
る
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
。
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
乗
数
A
を
用
い
て
(1.3) 
u
-
J
.
 [
 *
p
,
x
,
—
M
ぎ
竺
I
I
m
d
x
.
苔
…
•
x
n
に
つ
い
て
偏
微
分
し
て
0
と
お
け
ば
周
知
の
消
費
者
均
衡
条
件
が
得
ら
れ
る
。
(1.4b) 
u
,
"
＂ip"
（
S
1
1
1
"
2
`
：・…
`
n
)
 
i
を
消
去
し
て
ピ
u,x,""'
i11 ビ
p"Xs
I
S
I
I
E
芯
I
閤
：
・
…
，
I
f
I
I
閉
u.p.
"
u.p.9U•P. 
こ
れ
ら
の
式
は
、
均
衡
で
は
、
二
財
間
の
限
界
代
替
率
が
貨
幣
価
格
の
比
率
に
等
し
い
。
換
言
す
れ
ば
財
と
ニ
ュ
ー
メ
レ
ー
ル
と
の
間
の
限
界
代
（
木
村
）
(1.4a) 
こ
こ
で
七
425 
ミミ〇.ゃ
0
 
U
1
 
U
2
…
・
:
U
m
 
U
1
 U
1
1
 
U
1
2…
…
U
1
n
 
(
1
.
6
)
 
U
 =
 
U
2
 U
2
1
 
U
2
2…
…
S
2苫
•••••••••••••••••••••••• 
u
*
U苫
1Un2··•••·Unn 
U
1
 
U
2
 
U
3
 
U
u
 U
1
2
 
U
1
a
 
U
1
2
 
U
2
2
 
U
2
3
,
 
etc. 
U
1
3
 
U
2
3
 
U
3
3
 
モ
ザ
ッ
ク
「
国
際
貿
易
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
」
U
1
 
U
n
 
U
1
2
 
U
2
 
U
1
2
,
 
U
2
2
 
ミミミ〇
“",.. 
と
お
け
ば
(
1
.
5
)
は
行
列
式
H 
（
木
村
）
ー
メ
レ
ー
ル
で
表
わ
し
た
そ
の
価
格
（
価
格
比
率
y
s
1
1
h
p
.
吝
替
率
は
ニ
ュ
S
1
1
1
•
2
,
·
·
…
•
,
n
-
1
)
に
等
し
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
n
ー
1
個
の
方
程
式
は
(
1
.
2
)
式
と
合
せ
て
n
個
の
方
程
式
が
成
立
し、
n
個
の
均
衡
購
入
量
Ni,
X
2
,
•
•…
•
9
ぷ
を
決
定
す
る
に
足
る
。
式
(
1
.
4
)
は
U
が
極
大
な
る
た
め
の
第
一
次
条
件
で
あ
る
が
、
第
二
次
条
件
す
な
わ
ち
安
定
条
件
は
n
n
 
(
1
.
5
)
 
d
2
u
=
:
E
M
h
`
s
-
dと
s
d
x
-
A
0
1
 
1
 
た
だ
し
Xi,
X
2
,
…
…
•
X：
は
予
算
方
程
式
(
1
.
2
)
上
に
あ
る
と
い
う
制
約
条
件
を
も
っ
て
い
る
。
（
あ
る
い
は
、
ヒ
ッ
ク
ス
の
述
べ
る
が
ご
と
く
、
n
 
均
衡
の
必
要
条
件
貸
I
I
M
u
s
d
x
.
1
1
0
を
制
約
条
件
と
す
る
と
い
っ
て
も
1
 
よ
い
。
）
る
の
で
d
a
 
が
交
互
に
正
と
負
と
な
る
と
い
う
条
件
に
等
し
い
。
こ
の
系
列
で
最
後
の
行
列
式
は
U
で
、
最
後
か
ら
二
番
目
は
U
に
お
け
る
U
嘘
n
の
余
因
子
U
目
で
、
そ
の
前
は
U
目
に
お
け
る
U
S
1
1
)
（這
11)
の
余
因
子
u
. ,
 
(f
1
) Cn-ll 
で
あ
る
等
々
。
し
た
が
っ
て
安
定
条
件
は
U
目
U
苫：
s
-
l
l
cn-1> 
U
 .. ,
 cn-1> cn-1>, cn-2> 
en12)·
…•• 
U
"
u
 
u
 
U
 .. ,
 cn-ll 
cn-1>,•
…
••,22 
u
 
が
交
互
に
負
と
正
。
ま
た
、
財
の
番
号
付
が
任
意
で
あ
る
の
で
、
!I 
~
 
U11,22,ss•
…
••U11,22,ss,
……>
(n11)
(fー
1)
u
 
U
'
U
'
U
'
 
が
交
互
に
負
と
正
と
い
う
条
件
に
等
し
く
な
る
。
こ
れ
ら
の
均
衡
条
件
と
a" 
安
定
条
件
は
U
の
代
り
に
F
(
u
)
を
置
換
え
て
も
変
り
は
な
い
。
消
費
者
需
要
の
法
則
均
衡
効
用
水
準
u
（
後
で
W
で
表
示
）
、
七
i
及
び
均
衡
購
入
量
N1,
X2, 
…
•
•
•
9さ
は
個
人
の
選
好
尺
度
、
初
期
供
給
量
1
'
1
,'2
…
…
》
lt
玉及
び
現
行
市
場
価
格
に
依
存
し
て
い
る
。
個
人
の
選
好
尺
度
を
一
定
と
す
れ
ば
N
S
1
1
x
.
(
P
1
,
 
P
2
,
•…
•
•
9
p
5
%
1
｀
炉
9
•
…
•
•
9
N
n
)
個
人
の
需
要
は
n
種
の
価
格
P1i
P
2
,
•
…
•
•
9き
ょ
り
も
n
ー
1
種
の
交
換
比
率
Yi,
Y2,
…
…
,
 Y
n
-
1
の
函
数
で
あ
る
が
y
.
I
I
P
J
吝
で
あ
逗
[
1
1
ほ
lQl
戸
11
ほ念s
吝
S
y
s
念
s
S
y
.
I 
426 
I
F
I
I
但
虔
11
日自
3
r
 
U
'
f
J
r
 
U
 
1
、
u.;u
ほ
符
号
上
の
制
限
が
な
い
の
で
fJx,/fJr
は
正
（
上
級
財
）
か
負
（
劣
級
財
）
で
あ
る
。
2
、
W
を
均
衡
効
用
水
準
と
す
れ
ば
(
1
.
1
)
を
r
で
微
分
す
れ
ば
(
2
.
3
a
)
霜
11U1
唸
＋
§
雫
＋
…
・
：
＋
U
4
雫
u
.
I
I
iや
を
代
入
し
(
2
.
1
)
の
最
初
の
式
を
用
い
て
ー
i
き
U
0r. 
(
1
.
4
)
 
(
2
.
3
b
)
 
(
2
.
2
)
 
て て
微
分
し
て
(
2
.
1
)
 
A
所
得
変
化
の
効
果
(
2
.
1
)
を
解
い
モ
ザ
ッ
ク
「
国
際
貿
易
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
」
諸
価
格
を
不
変
と
し
て
所
得
変
化
の
需
要
量
ぶ
9
R
2
,
•
…
•
9
Z
•
に
及
ぼ
す
効
果
を
考
察
す
る
。
（
1
.
2
)
と
（
1
.
4
)
を
貨
幣
所
得
r
に
関
し
贔
＋
ゞ
壼
＋
…
…
＋
p
希
111,
轟
＋
S
1
1壼
＋U
1ふ
齊
＋
…
…
十
u
1
.
~
=
0
,
轟
＋
U
2
1雫
＋U
2
2疇
＋
…
…
十
U
2
n
~
1
1
0
》
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
ー
ょ
曲
＋
U
贔1唸
＋Uょ
焉
＋
•
…
•
•
十
f
雫
I
I
O
.
(
1
.
4
)
よ
り
p,11u,/J.
で
あ
る
か
ら
右
の
連
立
方
程
式
の
係
数
の
行
列
式
ほ
ー
U/,t2
こ
れ
は
安
定
条
件
に
よ
り
0
で
は
な
い
ous
を
U
に
お
け
る
us
の
余
因
子
、
UO
を
0
の
余
因
子
と
す
れ
ば
、
H 
c
 
U
を
F
(
u
)
で
置
換
え
る
と
(
2
.
4
)
尋
1
ぶ臼
1
1
F
、i
O
F
 
I
I
I
i
.
》
_
ー
1
1
b
F
と
す
れ
ば
ぢ
F
1
1
F
、L
u
aw 
さ
‘
さ
‘
効
用
不
可
測
の
仮
定
の
も
と
で
は
の
指
標
で
、
そ
の
指
標
は
大
き
さ
は
任
意
で
あ
る
が
0
よ
り
も
大
で
あ
る
。
効
用
可
測
の
仮
定
の
も
と
で
は
i
は
貨
幣
所
得
の
限
界
効
用
で
あ
3
、
芝
o
r
は
符
号
に
お
い
て
す
ら
任
意
。
そ
し
て
又
疇
1
1
F
畔
＋
心
Fミ
F
の
符
号
は
任
意
ゆ
え
o
i
[
0
ヽ
の
符
号
も
任
意
。
B
-
x
i
の
変
化
の
効
果
諸
価
格
不
変
の
も
と
で
、
あ
る
一
財
の
—
x
t
の
変
化
は
貨
幣
所
得
を
(
2
.
5
)
 
望
z
—
だ
け
変
え
均
衡
点
に
及
ぽ
す
効
果
は
翌
s
ー
P-
翌
sー
芍
s
o
r
器ー
3
r
o
z
-
さ‘
亨
贔
謬
1
桑
る。
（
木
村
）
価
格
に
お
け
る
変
化
の
効
果
価
格
pt
の
変
化
が
ら
に
及
ぼ
す
効
果
は
個
人
の
貨
幣
所
得
9
グ
が
影
響
さ
れ
る
か
否
か
で
異
な
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
貨
弊
所
得
不
変
(Z-110
と
仮
定
）
、
お
よ
び
他
の
す
べ
て
の
価
格
不
変
と
し
価
格
Pt
の
変
化
の
効
i“ 
).F 
は
貨
幣
所
得
の
限
界
効
用
七
四
427 
(
1
.
2
)
 
(
2
.
6
)
 
の
功
を
0
に
等
し
い
と
お
け
ば
桑
＋
さ
壽
＋
：
・
：
＋
p
壽
1
ー
さ
↓
嘉
＋
苔
撃
＋
百
鍔
＋
・
：
・
:
+
U
1
n
臀
IIO
ー
i
0
i
翌
1
翌
2
翌
n
ー
P
t
|ー
＋
苔
—
,
＇
十
U
t
2
|
l
十
・
・
・
・
・
・
十
U
-
「
|
—
ー
念
t
念
t
ミ
P
i
念
i
日
↓
釦
＋u
.
1
~
＋
~
壽
＋
…
…
＋
f
鍔I
I
O
こ
の
方
程
式
の
係
数
の
行
列
式
は
（
2
.
1
)
の
係
数
の
行
列
式
と
同
じ
で
あ
る
。
U
の
き
の
余
因
子
を
Ust
す
れ
ば
g
—
i
（
ー
さU
s
+
U
,
1
)
I
H
—
ー
J
.
2
(
—
さ
U
o
+
U
,
)
(
2
.
7
a
)
ー
ー
ー
1
型
u
'
a
p
,
u
 
J
.
U
,
,
/
U
は
U
の
代
り
に
F
(
u
)
を
用
い
て
も
変
ら
な
い
の
で
特
定
の
効
用
函
数
に
直
接
関
係
な
い
形
で
示
す
た
め
に
Xst
で
置
き
換
え
る
。
(
｛
B
L
i
北
n)
(
2
.
2
)
を
右
式
に
代
入
し
て
(
2
.
7
b
)
 
~
=
-
x
尋
＋x
き
霜
1
1
p壽
犀
1
1
1
さ
露
ー
壼
9
罪
1
1
笠嘉
1
、
均
衡
需
要
量
に
及
ぼ
す
効
果
(
2
.
7
b
)
の
第
一
式
き
s
,
1
1
1
ー
X
i
ー
＋
さ
は
価
値
理
論
の
基
本
方
程
式
と
名
付
け
ら
れ
、
0Xs 
念
t
3
‘
右
辺
第
一
項
は
所
得
項
、
第
二
項
は
代
替
項
で
あ
る
。
下
図
で
初
期
予
算
モ
ザ
ッ
ク
「
国
際
貿
易
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
」
果
を
考
察
す
る
。
（
1
.
2
)
と
(
1
.
4
)
を
pt
に
か
ん
し
て
微
分
し
、
（
木
村
）
七
五
線
は
M
L
で
初
期
均
衡
点
は
P
で
あ
る
。
加
が
低
下
し
て
予
算
線
は
M
L
Z
へ
と
変
化
し
新
均
衡
点
は
Q
と
な
る
。
こ
の
変
化
は
二
つ
の
部
分
に
分
っ
て
考
え
ら
れ
る
。
（
1
)
P
t
（
図
で
加
）
が
変
化
す
る
と
き
個
人
の
所
得
は
彼
を
し
て
彼
が
以
前
に
消
費
し
た
と
同
じ
盤
の
各
財
の
消
費
を
許
す
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
と
想
定
せ
ょ
。
こ
の
所
得
補
整
は
図
上
で
は
M
M
で
あ
る
。
式
で
は
o
r
]
0
p
t
1
1
さ
が
M
M
に
あ
た
る
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
彼
は
同
じ
量
を
消
費
し
よ
う
と
せ
ず
価
格
の
下
落
（
騰
貴
）
し
た
財
を
ョ
リ
多
く
（
少
く
）
他
の
財
を
ョ
リ
少
く
（
多
く
）
消
費
せ
ん
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
効
果
が
代
替
効
果
(
s
u
b
s
t
i
t
u
t
i
o
n
effect)
で
図
上
P
よ
り
R
へ
の
移
転
で
あ
り
、
(
2
.
8
)
 
翡
塁
贔
亨
泊
t
壽
IIxsi
所
得
効
果
は
図
上
R
か
ら
Q
へ
の
移
転
で
あ
り
、
(
2
.
9
)
 
t
~ー
琴
了
撃
さ
1
1↓
壼
2
、
均
衡
効
用
水
準
W
に
及
ぼ
す
価
格
変
化
の
効
果
は
、
(1.1)を
pt
(
1
.
4
)
 
に
か
ん
し
て
微
分
し
(
2
.
1
0
a
)
躙
1
1
U
1鍔
＋
§
撃
＋
…
•
＋
U
釘
u,=J..P,
を
代
入
し
（
2
.
6
)
の
最
初
の
式
を
用
い
て
L 
ー13 
-1, 、-1,
L』 L> X2 
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(
3
)
 
代
替
項
の
特
性り
(
1
)
X
s
-
1
1
全
D
 
換
え
る
と
(
2
.
1
1
)
 
モ
ザ
ッ
ク
「
国
際
貿
易
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
」
(
2
.
1
0
b
)
 
~
1
1
1
i
さ
こ
の
項
は
負
で
あ
る
が
大
き
さ
は
任
意
で
あ
る
。
3
、
o
i
[
念
t
は
符
号
に
お
い
て
も
任
意
で
あ
る
。
U
を
F
(
u
)
露
1
1
F畔
＋g
翫
1
1
F、
野
—
i
2
•
F
、x
­
代
替
項
の
特
性
の
個
人
に
と
っ
て
は
補
完
財
た
り
う
る
。
で
置
ふ
と
出
の
両
財
は
代
替
項
8
s
>
V
o
な
ら
ば
代
替
財
で
N
S
t
A
0
な
ら
ば
補
完
財
で
N
S
~
1
1
0
な
ら
ば
独
立
財
と
定
義
さ
れ
る
。
又
二
つ
の
財
は
一
組
の
価
格
と
所
得
水
準
の
も
と
で
は
代
替
財
で
も
他
の
組
の
そ
れ
ら
の
も
と
で
は
補
完
財
で
あ
り
う
る
し
、
あ
る
個
人
に
と
っ
て
代
替
財
で
も
他
(
2
)
x
 . A
0
け
だ
し
NSS11J.U.,/U
は
安
定
条
件
に
よ
っ
て
負
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
基
本
方
程
式
(
2
.
7
b
)
よ
り
そ
の
財
が
非
劣
級
財
(
0
N
S
[
o
s
v
o
)
と
す
れ
ば
所
得
効
果
と
代
替
効
果
は
方
向
同
じ
で
価
格
低
下
は
需
要
増
加
に
導
く
。
劣
級
財
(
0
x
.
[
O
?
A
0
)
と
す
れ
ば
所
得
効
果
（
ふ
財
の
需
要
減
少
）
と
代
替
効
果
は
方
向
が
反
対
で
あ
る
。
n
1
1
 nー
1
M
H
P
.
P
-
x
.
-
A
0
 
1
 
1
 
日
U
n
 U12•
…
••Uu 
U
2
1
 U22•
…
••U2k 
U1122・・・・・・kk11u11k •••••••••••••••••••••••• 
U
u
 Uk2•
…
··Uu 
安
定
条
件
式
へ
代
入
し
NS_11
さ．―
/
U
に
よ
り
811 
X12:・
…
X1,n11 
N11 
X12 
X21 
X
2
2…
•
•
•
3
2
、•
-
1
X
1
1
9
N
2
1
R
2
2
『
•• 
,
…
9
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
:
 
ぶ
T
1
9
1
X
m
1
1
》
2
·
•
•
.
X
c
n
-
u
c
濾
1
1
)
は
交
互
に
負
と
正
を
と
る
。
こ
の
こ
と
は
x.t
に
か
ん
す
る
二
次
形
式
が
負
の
定
値
を
と
る
条
件
に
等
し
い
。
｀
 
(
4
)
M
P
.
x
s
-
1
1
0
 
S"
1 
U
の
S
番
目
の
列
の
項
の
余
因
子
を
第
一
列
の
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
項
に
乗
じ
て
合
計
す
れ
ば
0
.
u
s
+
U
1
U
,
1
+
U
2
U
,
2
十
…
…
十
s
•
u. 
＂切
こ
れ
は
0
に
等
し
い
。
u,,11Ux,,/.l
お
よ
び
us11
ぷ
s
と
よ
り
(
4
)
が
で
て
く
る
。
(
5
)
ピ
PsNs-
＞。
tFi 
こ
の
こ
と
は
若
干
の
さ
が
負
で
あ
っ
て
も
そ
の
体
系
中
に
充
分
な
代
替
性
が
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ŵr 
ヤ
コ
ー
ビ
の
定
理
よ
り
（
木
村
）
x
s
s
A
0
 
七
六
で
あ
る
こ
-429 
モ
ザ
ッ
ク
「
国
際
貿
易
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
」
H 
（木村）
(
2
.
1
2
)
と
(
2
.
1
3
)
の
両
辺
に
Pt
を
乗
じ
t
に
つ
い
て
集
計
し
て
e
 
m
｀
ー
(
6
)
ピ
日
p
,
p
―ざ＞。
S
1
1
1
1
1
1
m
t
1
 
n
種
の
財
が
二
群
に
区
分
さ
れ
た
と
す
れ
ば
そ
の
二
つ
の
群
は
相
互
の
代
替
財
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
供
給
側
面
今
迄
の
N
t
1
1
0
の
仮
定
を
は
ず
し
Z
i
キ
0
と
す
れ
ば
Pt
の
変
化
は
個
人
の
初
期
貨
弊
所
得
に
影
響
す
る
。
（
た
だ
し
目
下
の
段
階
で
は
翌
t]ミ
P
t
1
1
O
)
 
(
2
.
6
)
の
第
一
式
の
1
さ
を
Z
t
ー
さ
で
お
き
か
え
る
と
解
は
(
2
.
1
2
)
 
~
1
1
（
午
邑
誼
＋
N
S
t
罪
1
1
(
？
晶
壼
(
2
.
1
3
)
躙
I
I
§
_と-）
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
問
題
を
次
の
二
つ
に
分
つ
な
ら
ば
、
す
な
わ
ち
第
一
の
接
近
法
、
個
人
が
一
定
の
ゞ
9
炉
9
•
•…
•
9
N
nを
持
っ
て
市
場
に
や
っ
て
く
る
と
仮
定
す
れ
ば
貨
弊
所
得
r
は
諸
財
の
価
格
に
依
存
し
、
(
2
.
1
2
)
と
(
2
.
1
3
)
が
妥
当
し
、
第
二
の
接
近
法
、
個
人
が
一
定
の
貨
弊
所
得
r
を
持
っ
て
市
場
に
や
っ
て
く
る
と
仮
定
す
れ
ば
グ
は
常
数
で
(
2
.
7
b
)
と
(
2
.
1
0
b
)
が
妥
当
す
る
。
こ
の
両
接
近
法
は
価
格
体
系
全
体
の
変
化
の
効
果
を
考
察
す
る
と
き
相
違
は
顕
著
で
あ
る
。
第
一
の
接
近
E
 
七
七
(
2
.
1
4
a
)
誓
撃
誓
？
邑
窪
＋
誓
st
和嘉
11
誓？‘-）証ー喝`
誼
n
 IIIぷ
3pi(Ni
ー
さ
）
6
さ念t
日
Pi
t
1
1
1
t
ド
1
予
算
方
程
式
（
1
.
2
)
よ
り
こ
れ
ら
の
方
程
式
の
右
辺
第
一
項
は
0
、
替
項
さ
の
条
件
(
4
)
に
よ
り
第
一
式
第
二
項
も
0
、
(
2
.
1
)
の
第
一
式
よ
り
第
二
式
第
二
項
は
ー
i
但
-̀
(
2
.
1
4
b
)
 
"
E
.
P
,
1
1
0
 
t111
ミ
P
-
n
o
i
 
III
—
i 
念―g
 
i"＂] 婆
汀
IO
か
く
て
(
1
)
、
ふ
と
W
は
す
ぺ
て
の
価
格
Pi,
P
2
,
•
…
•
•
9き
の
0
次
の
同
次
函
数
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
す
べ
て
の
価
格
が
同
じ
比
率
で
変
化
す
れ
ば
ん
と
W
は
不
変
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
均
衡
点
が
諸
財
間
の
'
n
|
1
個
の
貨
弊
価
格
の
比
率
Y
i
.
Y2,
…
…
 
-
y
n
1
1
の
函
数
で
あ
っ
て
貨
弊
価
格
自
身
の
函
数
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
の
証
明
で
あ
る
。
(
2
)、
貨
弊
所
得
の
限
界
効
用
の
指
標
i
は
—
1
次
の
同
次
函
数
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
す
ぺ
て
の
貨
弊
価
格
が
同
じ
比
率
K
で
l
 
ー
変
化
す
れ
ば
入
は
i
[
K
と
な
る
。
代
430 
証
明
、
初
期
供
給
量
コ
ン
ス
ク
ソ
ト
の
ケ
ー
ス
に
限
る
な
ら
ば
の
群
は
ち
ょ
う
ど
単
一
財
で
あ
る
か
の
ご
と
く
行
動
す
る
。
」
F
 
と
よ
り
(
2
.
1
5
)
 
o
r
 
ー
1
r
a
1
 
i
0
、
モ
ザ
ッ
ク
「
国
際
貿
易
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
」
第
二
の
接
近
法
(
2
.
7
b
)
と
(
2
.
1
0
b
)
の
両
辺
に
pt
を
乗
じ
t
に
つ
い
て
集
計
し
て
誓
鍔1
1
1ー
涅
贔
＋t
1
1
予
t
1
1—
ふC
i
1
i
0
i
 
ー
ー
r
i
n
o
i
n
0
i
ぎ
ビ
ゞ
ー1
1
1
_
H
P
き
1
↓
g
_
1
ー
ー
1
=
1
 
fJp, 
I
r
1
 
fJr 
1
1
1
1
0
r
o
r
 
n
 
怠
n
 
ピ
P
iー
1
1
↓
誓
t
1
1—
i
r
t
h
1
0
I
i
tー
1
ふ
と
W
は
0
次
の
同
次
函
数
で
、
入
は
ー
1
次
の
同
次
函
数
で
あ
る
。
入
が
す
べ
て
の
価
格
に
か
ん
し
て
常
数
で
あ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
i
|
0
 
n
o
i
0
i
 
日
P～
ー1
1
1
—
？
ー
＇
ー
ー
1
=
1
 
a
p
,
 
a
r
 
(
2
.
7
b
)
に
代
入
し
て
ー
桑
—
壼11
0
a
n
d
疇
5
1
1
1
か
く
し
て
r
と
入
が
す
べ
て
の
価
格
に
か
ん
し
て
常
数
で
あ
る
と
い
う
仮
定
は
所
得
弾
力
性
が
す
べ
て
の
財
に
か
ん
し
て
1
で
あ
る
と
い
う
命
題
に
み
ち
び
く
。諸
財
の
価
格
の
比
例
的
変
化
の
効
果
ヒ
ッ
ク
ス
の
命
題
「
一
群
の
財
の
価
格
が
同
一
比
率
で
変
化
す
れ
ば
そ
価
値
は
(
2
.
1
2
)
よ
り
O
(
p
"
お）
0
X
s
1
1
(
2
.
1
6
)
 
p
,
,
1
1
p
,
p
,ー
ー
1
1
1
P
t
(
さ
|
5
t
)
p
,
十
p
,
p
,
x
,
,
念
i
念
t
3
r
も
し
も
一
群
の
財
苔
ぶ
＂
…
…
＂
戸
の
価
格
が
同
一
比
率
で
変
化
す
れ
ば
れ
に
た
い
す
る
需
要
の
増
分
の
価
値
は
m
翌
x
,
m
 
a
x
,
 
m
 
(
2
.
1
7
)
 
"
J
:
,
p
,
p
1
1
|
H
竺
さ
—
ど
p
,
|
＋
ピ
p
"笈
s
t
t
1
1
1
'
F
f
,
 
1
=
1
 
U
Y
 
/
c
l
 
そ
の
財
群
全
体
に
た
い
す
る
璽
の
増
分
の
価
値
は
(
2
.
1
8
)
 
£: 
f
;
p
,
p
,
~
1
1
ー
（
炉(X
tー
ど
）
（
炉
疇
）
t
1
1
1
s
1
1
]
0
}
t
l
 
m
 m
 
＋
臼
巳
p
,
p
,
x
,
,
S111 
I111 
(
2
.
1
8
)
 
t: 
(
2
.
1
6
)
と
同
i
型
で
、
七
g
辺
第
一
か
っ
こ
は
そ
の
財
群
ヘ
の
支
出
で
、
第
二
か
っ
こ
は
所
得
変
化
に
た
い
す
る
そ
の
財
群
へ
の
支
出
増
分
、
最
後
の
項
は
そ
の
財
群
の
代
替
効
果
で
代
替
項
の
第
(
3
)
特
性
に
よ
り
負
。
か
く
し
て
ヒ
ッ
ク
ス
の
命
題
は
証
明
さ
れ
た
。
個
人
が
一
定
の
ざ
＂
炉
"
…
…
9
5
n
を
持
っ
て
市
場
に
や
っ
て
く
る
ば
あ
い
(
E
の
第
一
の
接
近
法
）
日
（
木
村
）
G
 
pt
の
比
例
的
変
化
(
1
1
0
p
ミ
9
~
）
に
た
い
す
る
XS
の
需
要
の
増
分
の
個
人
の
需
要
函
数
(
2
.
 1
9
a
)
 
X
S
1
1
f
,
(
p
i
,
 
P
2
,
 •• 
・
・
, 
P
n
,
 
X1, X2,•
…
••"5n) 
(
S
1
1
1
,
 2,·
…••>
n)
七
八
431 
S
I
I
w
(
P
i
.
 P2,•
…••>
Im r̀)
N
.
I
I
x
.（
Pi
 
P
2
,
:
・
…9
p
m
r
)
 
:S（亨さ
…
…
．
喧
U
1
1晶
（
西
．
g
•…
…
•
喧
）
i
1
1
1玉
（
E
店
…
…
閉
）
き
笠
き
．
．
 
吝
(
2
.
1
9
b
)
~
(
2
.
2
1
)
 
:I;! 
(
2
.
2
1
)
 
i
1
1
i
(
P
i
,
 
P
2
,…
•
•
•
9吝
）
ふ
と
W
は
0
次
の
同
次
函
数
で
i
は
1
1
次
の
同
次
函
数
で
あ
る
の
で
(
2
.
2
2
)
 
(
2
.
1
9
)
と
(
2
.
2
2
)
の
n
個
の
需
要
函
数
の
う
ち
n
ー
1
個
の
み
が
一
次
独
立
で
、
nー
1
個
の
独
立
な
需
要
函
数
が
与
え
ら
れ
れ
ば
予
算
方
程
式
よ
り
第
n
番
目
の
財
の
需
要
函
数
を
う
る
。
さ
11
兌
X
1ー
X
1
)
+
£
!
(
x
2
-
X
2
)
＋・・・・・・十
E!!=..1(xn11|§n11)
＋
i
n
吝
き
個
人
が
一
定
の
貨
弊
所
得
r
を
持
っ
て
市
場
に
や
っ
く
る
ば
あ
い
(
E
の
第
二
の
接
近
法
）
モ
ザ
ッ
ク
「
国
際
貿
易
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
」
11
さ
(Pi.
P
2
•…
…
•
き
）
(
2
.
2
0
)
 
(
2
.
1
9
b
)
 
N
S
1
1
g
,
(
P
i
.
 P2,
…
•••9pn) 
日
（
木
村
）
W
1
1
u
[
X
1
(
P
1
,
 
P2, 
"
…
•
"
き
）9R
2
(
P
1
,
2, ·
…
•
9き
）
…・:》ぶ
Gi,P2,
…
•••9pn)] 
(S111, 
2,..., 
n
)
 
③
は
X
u
,
 
(
5
)
M
u
)
,
X
,
,
>
。
s北
i
t
七
九
K
I
I
i
(
P
1
,
 
P
2
,
•
•
•
…
》
P
ミ
r
)
ア
グ
レ
ゲ
イ
ー
H
全
市
場
需
要
函
数
個
人
の
需
要
函
数
(
2
.
1
9
b
)
あ
る
い
は
(
2
.
2
2
)
を
合
計
し
て
全
市
場
需
要
函
数
を
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
2
.
2
3
)
 
X
,
=
G
,
(
P
1
,
 P
2
,…
…
•
き
）1
1
X
,
(
y
~
,
Y
2
,
•
…
•
•
•
y這1
1
)
(S111•2•
……
-n) 
た
だ
し
瓦
は
す
ぺ
て
の
個
人
の
ん
の
集
計
X
,
1
1
日
xs
で
あ
り
、
ま
た
y
.
I
I
P
J
き
で
あ
る
。
(
2
.
1
2
)
よ
り
(
2
.
2
4
)
讐
1
1ピ
霜[
1
1
ピ
(
(
Z
-
—
x
-）
咤
）
＋
ピ
さ
n
-
1
個
の
み
一
次
独
立
。
さ
は
す
べ
て
の
個
人
に
た
い
し
て
同
一
の
特
性
を
も
っ
て
い
る
の
で
ビ
さ
も
ま
た
同
じ
特
性
を
も
っ
て
い
る
。
x
.
,
1
1
ピ
R.t
と
す
れ
ば
(
1
)
X
s
-
1
1
x
-
s
 
m
m
i
 
(3) ~Mu)SP-Xs-AO(mAn) S111-111 
X
1
1
 
X
2
1
 
(2) 
x
,
.
A
0
 `
 
(4)
ビ
p
.
x
.
,
1
1
0
“111 
m
n
 
(
6
)
M
]
Mに
)
,
p
,
X
,
,
>
o
(
m
ハ̂
n
)
S1
1 
I11m+1 
X
1
1
 
X
1
2
…
…
X
1
m
 
X
1
2
 
X
2
1
 
X
2
2
…
…
X
2這
X22,:·
…
9
………••……………• 
X,.1 
X,.2
…
X
m
m
 
.432 
ー
略
ー
第
I
章
の
附
録
T
.
O
•
Y
N
T
E
M
Aの
需
要
函
数
に
か
ん
す
る
覚
書
モ
ザ
ッ
ク
「
国
際
貿
易
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
」
が
交
互
に
負
と
正
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
は
、
後
で
み
ら
れ
る
如
く
、
所
得
効
果
を
無
視
す
れ
ば
、
市
場
安
定
条
件
は
、
予
算
方
程
式
を
制
約
条
件
と
す
る
す
べ
て
の
個
人
の
効
用
極
大
化
条
件
が
満
足
さ
れ
る
ば
あ
い
に
満
足
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
二
つ
の
財
は
そ
の
市
場
に
か
ん
し
て
Xsi
八
0
な
ら
ば
補
完
財
、
X
s
t
V
o
な
ら
ば
代
替
財
で
あ
る
。
こ
れ
は
真
の
補
完
・
代
替
の
定
義
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
総
補
完
・
代
替
の
概
念
を
用
い
る
ば
あ
い
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
包
X
,
/
a
p
,
A
0
な
ら
ば
兄
は
Xs
の
総
補
完
財
[
原
文
芍
J
ぎ
は
誤
ど
で
、
3
X
,
/
a
p
,
>
o
な
ら
ば
瓦
は
瓦
の
総
代
替
財
で
あ
る
。
総
補
完
・
代
替
は
と
も
に
対
称
的
で
は
な
い
、
蓋
し
S
X
,
/
a
p
,
ほ
一
般
的
に
は
a
x
,
;
a
p
,
に
等
し
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
注
D
f
(
X
`
y
)
に
つ
い
て
f
y
．
と
f
"
y
が
存
在
し
て
連
続
な
ら
ば
f"yllfy"
証
明
は
、
例
え
ば
矢
野
健
太
郎
「
微
分
積
分
学
」
一
八
七
ー
八
頁
参
照
。
幻
ミ
I
I
u
(
X
1
"
X
2
"
…
…
9
と
11a
c
o
n
s
t
a
n
t
 
~
と
x
t
以
外
不と
d
さ
us
ー
1
d
x
,
 
u, 
変
で
あ
る
の
で
、
d
u
1
1
u
,
d
x
,
＋
U
t
dさ
1
1
0
.
.
.
R
i
1
1
書
か
れ
る
の
が
普
通
の
よ
う
で
あ
る
。
め
条
件
付
極
値
問
題
に
つ
い
て
の
参
考
文
献
は
、
例
え
ば
宇
野
利
雄
「
微
分
積
分
学
」
I
基
礎
数
学
講
座
6
一
八
一
—
一
二
頁
。
H 
（
木
村
）
(1.4a),l11
心
111
慮
1
…
…
1
尽
ゞ
答
竺
S
B
n
|
し
U,X,
p
ぶ
n
と
や
Xs
助
二
次
形
式
の
正
負
決
定
条
件
に
つ
い
て
の
参
考
文
献
は
、
HICKS., 
V
a
l
u
e
 a
n
d
 C
a
p
i
t
a
l
,
 2
n
d
 ed. p
p
.
 3
0
3
1
5
 
安
井
・
熊
谷
訳
ヒ
ッ
ク
ス
「
価
値
と
資
本
」
Il
数
学
附
録
。
S
A
M
U
E
L
S
O
N
`
F
o
u
n
d
a
t
i
o
n
 o
f
 E
c
o
n
o
m
i
c
 A
n
a
l
y
s
i
s
,
p
p
.
3
6
5ー
7
9
近
代
経
済
学
辞
典
―
―
―
―
二
—
四
頁
。
の
a
F
(
u
)
/
a
x
,
1
1
F
、u
s
1
1
F
"
（
1
.
4
b
)
は
広
の
代
り
に
E
を
お
き
か
え
て
も
言
1
戸
9
苫
I
亨
・
・
ミ
羽
1
噌
と
な
り
分
母
子
の
F
は
約
さ
れ
て
均
衡
条
件
(1.4b)
:';:変らない。
F
(
u
)
1
1
F
、
き
＋
F‘
、u
き
11Fst
で
あ
る
か
ら
安
定
行
列
式
も
同
唸
a
x
s
ゃさ
様
に
簡
約
さ
れ
る
。
最
初
の
行
列
式
は
o
 
F'u, 
F
、S2
塁
F
、U
n
+
F
‘
、u21
F
、U12+F‘
、U1U2
I
1
1
 
閉
尽
12+F‘
、U1U2
F
、U22+F‘
、u.2
F
、
一
こ
互
1
+
F
"
u
2
1
;:::.+F‘
、月
1U2
I
 
S2 
F
ゞ`
1
2
+
F
"
u
1
u
"
F`ゞ
22+F̀
‘u.2
さ
ら
に
第
一
列
に
ー
F
、U1
を
掛
け
て
璽
列
に
加
え
、
第
一
列
に
ー
F
'
、g
を
掛
け
て
第
三
列
に
加
え
る
と
1
1
F
、一
[1
口
戸
1
1
(
F
、)
3
_
：
1
戸
戸
苓
F
、
u
,
"
F
、
U
2
2
U2 
U12 
U22 
爾
余
の
行
列
式
に
つ
い
て
も
同
様
の
導
出
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
系
列
に
4) 
U1X1 
U2X2 
A"
＂|＂
|
1
1
 
•••••• 
＂" 
xゞ,
P2X2 
八
〇
433 
モ
ザ
ッ
ク
「
国
際
貿
易
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
」
H 
（
木
村
）
お
け
る
第
r
番
目
の
行
列
式
は
(
r
+
2
)
個
の
行
と
列
を
も
つ
か
ら
、
そ
れ
は
(F̀
)r+2
と
い
う
係
数
が
か
け
ら
れ
る
。
F
は
正
で
あ
る
の
で
こ
れ
ら
の
係
数
の
導
入
に
よ
っ
て
各
行
列
式
は
符
号
を
変
え
な
い
。
安
定
条
件
を
支
配
す
る
も
の
は
符
号
で
あ
る
か
ら
、
安
定
条
件
は
U
を
F
(
u
)
に
置
換
え
て
も
何
等
変
更
さ
れ
な
い
。
(
H
i
c
k
s
,
P. 
307
訳
lI
数
学
附
録
六
頁
。
佐
藤
豊
一
＿
一
郎
「
ヒ
ッ
ク
ス
経
済
学
研
究
」
二
八
ニ
ー
111
頁
参
照
。
）
の
u
.
,
1
1
u
,
.
な
る
こ
と
実
際
例
S113
、
t112
を
と
っ
て
み
れ
ば
明
ら
か
で
、
し
た
が
っ
て
,
l
U
,
,
¥
u
1
1
.
l
U
,
,
¥
u
:. 
x,,11
さ
・
即
ち
代
替
・
補
完
関
係
は
可
逆
的
（
対
称
的
）
で
あ
る
。
尚
ざ
H
Jミ
Pt11
ざさ
l
答
な
る
た
め
に
は
、
所
得
項
の
さ
き
x
.
[
0
、1
さ
ざ
さ
[
0、
な
る
こ
と
、
阿
辺
に
グ
を
乗
じ
て
変
形
し
叶
唸
ふ
唸
っ
ま
り
ふ
と
Xt
の
所
得
弾
力
性
の
等
し
い
こ
と
を
心
要
と
す
る
。
(
H
i
c
k
s
、
P.310訳
lI
附
録
1
0頁）
的
ヤ
コ
ー
ビ
の
定
理
に
つ
い
て
は
、
藤
原
松
三
郎
「
行
列
及
び
行
列
式
」
七
二
—
―
-
＿
頁
参
照
。
m
m
 
(
3
)
は
、
ヒ
ッ
ク
ス
に
よ
れ
ば
と
と
P
s
)
R
s
t
A
0
(
n
よ
り
小
な
る
あ
l
 
l
 
ら
ゆ
る
m
に
つ
い
て
）
（
H
i
c
k
s
,
E
3
3
1
訳
lI
附
録
―
一
頁
）
の
二
行
が
同
一
の
行
列
式
の
展
開
式
ゆ
え
。
n
這
l
O
l特
性
(
4
)
とP
さ
~
1
1
0と
書
き
改
め
て
そ
の
阿
辺
に
し
や(
m八
n
)
t1
1 
S=l 
m
n
m
m
m
m
 
を
乗
じ
て
5
し
p.PiNSt110
:. 
I
 I
 p
,
p
さ`＋
3
し
•=1 
f
1
1
1
s
1
1
1
t
1
1
1
S
1
1
1
 I11m+1 
p
.
)
x
.
F
1
1
0
 
特
性
(
3
)
の
註
め
の
ヒ
ッ
ク
ス
の
式
よ
り
右
の
式
の
左
辺
第
一
項
は
負
ゆ
え
第
二
項
は
正
と
な
る
。
り
同
次
函
数
に
か
ん
す
る
オ
イ
ラ
ー
の
定
理
に
つ
い
て
は
、
久
武
雅
夫
編
で
あ
る
。
3
X
,
 
吝
3
x
s
|
 
sy-
ミ
P
-
x.11X,(Y1•Y2, 
・
・
・
, 
Yn-1) 
八
と
こ
ろ
で
既
に
み
た
ご
と
く
需
要
量
は
n
|
1
個
の
価
格
比
率
の
函
数
一
経
済
全
体
の
交
換
の
均
衡
は
Xs
と一
Xs
が
等
し
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
一
Xs
は
コ
ン
ス
ク
ソ
ト
で
あ
る
。
(
3
.
1
)
 
(S111, 
2,
…
…
-
n
)
 
こ
れ
ら
方
程
式
の
う
ち
―
つ
は
爾
余
よ
り
で
て
く
る
。
何
故
な
ら
ば
瓦
の
決
定
の
際
に
個
人
の
予
算
方
程
式
(
1
.
2
)
を
用
い
た
。
て
の
個
人
に
つ
い
て
合
計
す
れ
ば
n
n
 
(
3
.
2
)
 
:
E
p
,
X
,
=
:
E
P
,
X
,
 
1
 
1
 
(
3
.
2
)
は
(
3
.
1
)
が
充
た
さ
れ
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
成
立
す
る
。
そ
の
結
果
（
3
.
1
)
の
n
-
1
個
が
満
足
さ
れ
る
な
ら
ば
第
n
番
目
の
も
の
も
ま
た
充
た
さ
れ
る
。
(
3
.
3
)
 
こ
こ
で
(
3
.
4
)
 
x
.
1
1
X
s
 
A 
ー 「
経
済
分
析
の
数
学
的
基
礎
」
三
四
頁
。
封
鎖
経
済
に
お
け
る
交
換
の
均
衡
均
衡
点
の
特
性
第
一
次
的
条
件
第
Il章
そ
れ
を
す
ぺ
434 
(
3
.
6
)
 
(
3
.
7
)
 
(
3
.
8
)
 
n
r
g
 
m
u
k
、11
k
ビ
p.z.11
吝
k
ピ
ysNs
1
 
1
 
n
 
M
1
1
K
R
1
1
k
ビ
p．因．
I
吝
k
ピ
y
s
x
"
1
 
1
 
M
 
n
 
吝
I
K
M
y
.
x
.
 
1
 
(
3
.
8
)
式
は
所
謂
貨
幣
数
量
説
を
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
わ
れ
わ
れ
が
一
た
び
か
か
る
名
目
貨
幣
を
す
て
て
W
a
l
r
a
s
i
a
n
の
ニ
ュ
ー
メ
レ
ー
ル
、
す
な
わ
ち
他
の
財
と
ま
さ
に
同
様
に
直
接
的
な
効
用
を
も
っ
れ
ば
（
y咄
Il1)
比
例
常
数
K
=
m
/
r
そ
の
経
済
の
一
定
の
全
貨
幣
量
M
=
:
E
m
と
す
そ
の
経
済
に
一
定
の
貨
弊
量
ー
計
算
貨
弊
の
量
ー
が
存
在
し
、
各
個
人
(
3
.
5
)
 
モ
ザ
ッ
ク
「
国
際
貿
易
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
」
X,(Y1`Y2,••
…•>
Yn-1)11X,
(s111, 
2
,
…
…
J
nー
1)
こ
れ
は
ys(S111》
2
,
…
…
9
n
|
1
)
を
決
定
す
る
が
Ps(S111,
2
 
…
…
9.n)
を
決
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
psは
P
S
1
1
吝
ys
よ
ニ
ュ
ー
メ
レ
ー
ル
り
で
て
く
る
か
ら
名
目
貨
弊
で
表
示
さ
れ
た
基
準
財
の
価
格
Pn
を
決
定
す
れ
ば
よ
い
。
し
か
ら
ば
Pn
は
如
何
に
決
定
さ
れ
る
や
。
交
換
方
程
式
は
彼
の
所
得
の
価
値
に
比
例
し
た
貨
幣
量
を
与
え
ら
れ
る
と
仮
定
せ
よ
。
個
人
が
保
有
す
る
貨
弊
量
を
m
、
そ
の
経
済
の
全
所
得
の
価
値
R
=
~
r
か
く
て
(
3
.
1
)
:?;! 
H 
(
C
)
、
他
の
二
つ
の
価
格
比
率
の
み
が
そ
れ
ら
の
財
の
市
場
の
均
衡
を
て
い
る
一
財
を
と
れ
ば
ニ
ュ
ー
メ
レ
ー
ル
表
示
の
諸
価
格
の
水
準
は
ニ
ュ
ー
メ
レ
ー
ル
の
量
に
比
例
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
ニ
ュ
ー
メ
レ
ー
ル
の
供
給
量
―
xn
が
二
倍
に
さ
れ
た
と
し
て
も
J
i
,
Y
2
,
…
•
•
•
》
y
譴
ー1
均
衡
の
安
定
性
均
衡
に
お
い
て
は
超
過
需
要
が
0
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
安
定
性
を
考
察
す
れ
ば
、
ま
づ
一
財
市
場
の
安
定
条
件
は
そ
の
財
の
価
格
低
下
が
そ
の
財
の
超
過
需
要
の
増
加
に
み
ち
び
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
均
衡
水
準
へ
と
価
格
を
恢
復
す
る
傾
向
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
多
数
財
交
換
の
安
定
条
件
1
、
y
の
下
落
が
以
下
の
条
件
の
す
べ
て
の
も
と
で
X
に
た
い
す
る
超
過
需
要
の
増
加
に
み
ち
び
く
ば
あ
い
体
系
は
完
全
安
定
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
(
a
)
、
他
の
す
べ
て
の
価
格
比
率
が
不
変
な
る
と
き
。
(
b
)
、
他
の
一
つ
の
価
格
比
率
の
み
が
そ
の
財
の
市
場
の
均
衡
を
維
持
す
る
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
と
き
。
維
持
す
る
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
と
き
。
こ
の
条
件
が
次
第
に
拡
大
さ
れ
て
つ
い
に
は
他
の
す
べ
て
の
価
格
比
率
が
調
整
さ
れ
る
と
き
。
2、
y
の
下
落
が
他
の
す
べ
て
の
価
格
比
率
が
そ
れ
ら
の
市
場
の
均
衡
B
 
が
二
倍
に
な
る
必
然
的
理
由
は
存
在
し
な
い
。
（
木
村
）
八
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(
4
.
1
)
 
(
4
.
2
)
 
(
4
.
3
)
 
裟
s
o
x
s
a
s
t
1
1
1
1
1
答
ー
sy-
ミ
P
-
a
u
 
a12…
…
…
・:ai, 
n-1 
a21 
a22…
…
・・・・・・a2, 
n11 
J11 ••••••••••••••••••••••••••••••••• 
aそ
1
,
1
 an-1, 
2•
… 
.
.
 
a凜
1
,
n-1 
と
お
き
J.,
を
J
に
お
け
る
き
の
余
因
子
と
し
よ
う
。
(
4
.
4
)
 
~
1
1
i
＾
゜
l
l
[百
警
O`
]
市
場
が
完
全
安
定
で
あ
る
な
ら
ば
d
X
1
/
d
Y
1
t!
他
の
価
格
比
率
が
不
変
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
そ
れ
ら
の
市
場
に
お
け
る
均
衡
を
維
持
す
る
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
負
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
不
変
に
維
持
さ
れ
る
価
格
を
一
っ
．
つ
つ
追
加
す
る
ご
と
に
(
4
.
1
)
で
0
に
等
し
い
と
お
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
未
知
数
と
方
程
式
を
一
っ
づ
つ
減
ら
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の
こ
の
よ
う
な
体
系
を
解
い
て
完
全
安
定
モ
ザ
ッ
ク
「
国
際
貿
易
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
」
H 
（
木
村
）
(
S》
t
1
1
1
,
2
,…
•
•
•
7
n
ー
、
1
)
を
維
持
す
る
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
と
き
に
の
み
X
に
た
い
す
る
超
過
需
要
増
加
に
み
ち
び
く
と
い
う
ば
あ
い
に
体
系
は
不
完
全
安
定
と
い
わ
れ
る
。
不
安
全
安
定
に
か
ん
す
る
に
数
学
的
条
件
き(X
1
ー凶
1)11
世
11
叫
象
麿
A
0
d
y
1
 
d
y
1
 
t1
1 
fJy, 
d
y
1
 
d
(
X
s
|
X
i
s
)
1
1
世
11
匂
哀
ほ
110
d
y
1
 
d
Y
1
 
t=l 
fJy, 
d
y
1
 
(S112, 
3
,
•
•
…
9
n
ー
1
)
の
条
件
と
し
て
次
の
行
列
式
が
交
互
に
負
と
正
の
符
号
を
も
っ
と
い
う
こ
d
 
と
を
う
る
。
(
4
.
5
)
 
a11, 
I
 
a11 
2
 
八
a
u
 
a12
…
…
ai,n-1 
a12 
a21 
a22
…
…
a2,n-l 
2
 
I・
 
·……………………•…•• 
a?,i,1.a9-1,2···a•11,n11 
（
同
様
な
条
件
が
他
の
す
ぺ
て
の
価
格
比
率
の
変
化
に
か
ん
し
て
も
妥
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
い
ま
や
き
は
全
効
果
、
即
ち
Yt
の
xt
に
及
ぼ
す
所
得
効
果
と
代
替
効
果
の
合
計
を
表
わ
し
て
い
る
。
(
4
.
6
)
 
a,,11
ふ桑
1
名
[
(
N
i
ー
も
墾
＋
吝
x.t
工
は
す
べ
て
の
個
人
に
か
ん
す
る
集
計
で
あ
る
。
市
場
の
所
得
効
果
が
す
(
4
.
7
)
 
ペ
て
0
で
あ
れ
ば
―
つ
の
要
素
Pn
を
除
い
て
行
列
式
(
4
.
5
)
は
X
1
1
X
1
2
…
…
X1,n11 
X
2
1
 
X
2
2
…
・
:
x
s
n
1
1
 
X
u
 X1
2
 
X
u
,
―21 
2I·••
…•>••………………………·…
Xn11,1 
x.11, 2…
x.119m,1 
こ
れ
ら
の
行
列
式
は
代
替
項
の
特
性
(
3
)
に
よ
り
交
互
に
負
と
正
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
所
得
効
果
を
無
視
す
れ
ば
多
数
財
交
換
均
衡
は
完
全
に
安
定
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
結
論
さ
れ
う
る
。
yt
の
瓦
に
及
ぼ
す
純
所
得
効
果
は
吝
ビ
(
N
t
|
N
-
）
o
x
J
o
r
に
よ
っ
436 
て
与
え
ら
れ
、
そ
れ
は
O
N
J
0
ヽ
が
ふ
の
売
手
と
買
手
と
で
相
当
相
違
し
別
て
い
る
ば
あ
い
に
の
み
大
で
あ
り
、
同
じ
な
ら
ば
0
で
あ
る
か
ら
、
通
常
所
得
効
果
は
体
系
を
不
安
定
に
す
る
程
に
は
大
き
く
な
い
と
仮
定
し
て
も
不
合
理
に
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
A 
I 
モ
ザ
ッ
ク
「
国
際
貿
易
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
」
均
衡
体
系
の
運
行
の
法
則
一
財
の
み
の
需
要
量
の
変
化
の
効
果
ヒ
ッ
ク
ス
に
し
た
が
っ
て
あ
る
一
財
の
み
の
超
過
需
要
の
増
加
((3.5)
の
均
衡
体
系
で
他
の
財
の
超
過
需
要
は
0
)
に
必
要
な
費
用
を
基
準
財
の
供
給
増
加
も
し
く
は
需
要
減
少
で
賄
う
ば
あ
い
、
そ
の
あ
る
一
財
の
超
過
供
給
を
も
た
ら
す
よ
う
な
価
格
(
y
s
)
の
変
化
が
あ
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
安
定
条
件
に
よ
っ
て
騰
貴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
他
の
財
の
価
格
は
如
何
に
影
響
さ
れ
る
か
。
ま
づ
他
の
一
財
xt
の
価
格
Yt
の
み
が
影
響
を
う
け
る
と
す
れ
ば
、
安
定
条
件
(
4
.
1
)
よ
り
0
1
1
繹
＋
譴
藉
or
~
=
—
摯
姐
包
ご
l
o
y—は
安
定
条
件
に
よ
っ
て
負
、
3
X
,
/
f
J
y
,
は
所
得
効
果
を
無
視
す
れ
ば
xs
と
xt
が
代
替
財
で
あ
れ
ば
正
、
補
完
財
で
あ
れ
ば
負
と
な
り
、
[
右
式
で
d
y
1
/
d
y
,
は
代
替
財
の
ば
あ
い
正
、
補
完
財
の
ば
あ
い
負
]
y
I
は
前
者
で
は
騰
貴
、
後
者
で
は
下
落
す
る
。
次
に
他
の
二
財
Xr
と
xt
の
価
格
Yr
と
YI
が
影
響
さ
れ
る
と
す
れ
H 
ば
、
総
括
的
に
い
っ
て
「
第
三
市
場
を
通
じ
て
の
間
接
的
効
果
は
か
く
し
て
次
の
規
則
に
従
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
X
へ
の
需
要
増
加
は
X
に
た
い
す
る
代
替
財
の
代
替
財
、
あ
る
い
は
補
完
財
の
補
完
財
で
あ
る
よ
う
な
財
の
価
格
を
高
め
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
そ
れ
は
代
替
財
の
補
完
財
、
あ
る
い
は
補
完
財
の
代
替
財
で
あ
る
よ
う
な
財
の
価
格
を
低
め
る
で
あ
ろ
A
 
う
。
」
も
っ
と
も
所
得
効
果
は
問
題
を
複
雑
化
す
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
が
代
替
・
補
完
関
係
を
相
殺
す
る
程
大
き
く
な
い
と
仮
定
す
る
。
つ
ま
り
合
と
x．
ー
の
符
号
同
じ
、
換
言
す
れ
ば
か
り
に
二
財
が
真
の
代
替
（
補
完
）
財
(x．
ー
の
符
号
で
定
義
さ
れ
る
）
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
ま
た
総
代
替
（
補
完
）
財
（
き
の
符
号
で
定
義
さ
れ
る
）
で
あ
る
。
但
し
X
s
-
1
1
x
,
.で
あ
る
が
a
,
,
~
a
,
,
で
あ
る
こ
と
を
注
意
。
a
を
。
＾
ラ
メ
ー
ク
ー
と
す
る
ー
ー
そ
れ
に
か
ん
し
て
X
の
需
要
は
増
加
す
る
。
均
衡
体
系
(3.5)
を
a
に
つ
い
て
全
微
分
し
、
3X;/fJy;11aij
と
お
け
ば
(
4
.
8
)
 
(
4
.
9
)
 
ふ
了
唸
＋
…
•
•
•
十
a
1
,
n
-
l
賛
。
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
ふ
守
ふ
誓
＋
…
…
十
a
.
,
n
,
1
企
吋I
I—
咤
••••••••  
an-1'1
玲＋
a
ーふ芯＋……＋
an,1一
這
11
遠
呵
IIO
係
数
の
行
列
式
は
(
4
.
3
)
の
J
(
4
.
8
)
の
解
は
d
y
,
 
8
X
,
 
J., 
1
1
|
1
1
 
d
a
安
r
J
 
（
木
村
）
(t111•2, 
•·····, 
n
|
1
)
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係
数
の
行
列
式
は
(
4
.
3
)
の
J
、
解
は
市
場
均
衡
の
安
定
条
件
よ
り
J
,
,
/
J
（一）
は
負
で
あ
る
の
で
YS
は
xs
の
増
加
に
よ
っ
て
上
昇
す
る
。
他
の
価
格
比
率
の
変
化
は
符
号
が
制
限
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
す
べ
て
の
財
が
代
替
財
で
か
つ
所
得
効
果
は
代
替
関
係
を
相
殺
す
る
程
に
は
大
き
く
な
い
と
仮
定
す
れ
ば
す
べ
て
の
a
,
,
(
s
~
t
)
は
正
で
す
べ
て
の
J
,
,
/
J
は
負
で
あ
っ
て
[
本
章
の
附
録
を
み
よ
]
す
ベ
て
の
価
格
比
率
は
XS
の
増
加
の
結
果
と
し
て
上
昇
す
る
。
(
4
.
9
)
の
意
味
は
以
下
の
考
察
よ
り
明
ら
か
と
さ
れ
る
。
(3.3) 
(
4
.
1
0
)
 
X,11X,(Yi, 
Y
2
,
…
・
:
＂
Y
n
-
1
)
 
(S111, 
2
,
…
…
"
nー
1)
ys"
＂y,(Xi, 
X
2
,
…
…
'
x
.
ー
1
)
(
S
1
1
1
》
2
"
…
•
•
•
9
n
ー
1
)
(
3
.
3
)
を
xt
に
関
し
て
微
分
し
3
X
,
/
f
i
Y
1
1
1
a
,
1
と
し
て
よ
1
琴
＋
a
1
2
塁
で
…
・
:
+
a
1
,
n
1
1
賛
110
よ2
1琴
+
a
2
2
~
＋
…
…
＋
a
2
`
n
1
1
。
翌11
1
0
8Y1 
8Y2 
~111 
裟
t
l
l
1
1
ー
'
|
+
l
l
1
2
ー
ー
—
+
…
…
+
d
t
こ
2
1
1
$
X
1
 
8
X
1
 
竺
0
心
2
+
…
・
:
+
d
a
y
`
_
1
1
1
0
a
`
1
-
l
>
l
~
＋
d
n
1
1
》
2
0
x
,
.
ー
1
>
n
-
1
iJX, 
sysー
Jis
3
x
,
 
J
 
但
し
a
,
,
~含
ゆ
え
J
t
s
北
J
s
t
で
あ
る
こ
と
に
注
意
。
モ
ザ
ッ
ク
「
国
際
貿
易
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
」
（
木
村
）
(
4
.
1
1
)
 
(4.12) 
(4.12) 
g
1
1
忙
包
{
s
J
心
1
1
1
阻
ほ
d
a
だ
R
0
x
s
わ
れ
わ
れ
は
a
,
,
1
1
裟
,
/
a
y
,
の
符
号
で
示
し
た
総
代
替
・
補
完
財
を
定
義
し
た
。
そ
れ
を
直
総
代
替
・
補
完
財
(
g
r
o
s
s
substitute 
or c
o
m
,
 
p
l
e
m
e
n
t
 in 
t
h
e
 direct s
e
n
s
e
)
と
呼
ぶ
。
同
様
に
Xs
の
増
加
が
xt
の
需
要
ー
価
格
の
上
昇
に
み
ち
び
く
(
o
y
i
[
g打
V
o
)
な
ら
ば
Xs
は
瓦
の
逆
総
補
完
財
(
g
r
o
s
s
c
o
m
p
l
e
m
e
n
t
 in 
the inverse 
sense) 
瓦
の
需
要
I
価
格
の
低
下
に
み
ち
び
く
(
o
y
t
[
mぐ
ハ
O
)
な
ら
ば
Xs
は
xt
の
逆
総
代
替
財
(
g
r
o
s
s
substitute 
in 
tiie 
inverse sense) 
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
は
Xs
の
需
要
増
加
が
Xs
が
xt
の
逆
総
代
替
財
で
あ
る
か
逆
総
補
完
財
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
Y
t
の
上
昇
か
下
落
に
み
ち
び
く
こ
と
っ
げ
て
い
る
。
二
点
の
強
調
を
要
す
。
(
1
)
、
芦
北
琴
[
(
2
)
、
二
つ
の
財
は
逆
代
替
財
に
し
て
直
補
完
財
で
あ
り
う
る
、
ま
た
そ
の
逆
の
こ
と
も
あ
り
う
る。
多
数
財
に
か
ん
す
る
需
要
の
変
化
の
効
果
も
し
も
Xs
と
瓦
に
た
い
す
る
需
要
量
が
変
化
す
る
と
す
れ
ば
、
(
4
.
8
)
よ
り
B
 
八
五
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解
は(1
)
 
モ
ザ
ッ
ク
「
国
際
貿
易
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
」
S
1
麿
＋
a12<!1'.?.
十
…
・
:
+
a
i
,
.ー
l
d
y
.
1
1
1
1
0
d
a
 
d
a
 
d
a
 
a,1~
+
a,2E1':l.
+……+
a.,.,1~=|9X; 
d
a
 
d
a
 
d
a
 
a
a
 
d
Y
1
 
d
Y
2
 
dYn-1 
8
X
1
 
G
1
1
-ー
|
+
a
,
2ー
|
|
l
十
．． 
＋
a
,
,
n
-
1
1
1
1ー
ー
ー
ー
d
a
 
d
a
 
d
a
 
8
a
 
d
n
1
1
,
-
1
~
＋
s予1
1る
土
栢
＋
…
…
十
a
n
1
1
,
n
ーl
d
y
.
ー
1
1
1
0
d
a
d
a
 
麿
1
1
ー
度
に
It|度
2
F
I
I
ー
淡
巳
宮
ー
泡
:
g
令
翌
J
8
a
 
J
 
a
a
 iJX, 
i}a 
iJX1 
楼
I
I
I
良
L
ー
虔
こ
に
1
1
ー
虔
巳
宮
ー
虔
ば
ざ
令
翌
J
a
a
 J
 
a
a
 iJX, 
a
a
 iJX1 
市
場
安
定
条
件
よ
り
F
I
I
陸
八
。
9
↑I
や
戸
八
[
O
J
 
a
x
.
 
J
 
a
x
,
 
(
2
)
 
(3) 
~
1
1
J
,
,
J
t
t
|
J
s
-
J
t
s
1
1
2
E
心
心Lー
gぼ
’
2促
＞
。
日
J
 
J2 
iJX, a
x
,
 
iJX, iJX, 
a
、
瓦
と
xt
双
方
の
需
要
が
増
加
す
る
ば
あ
い
。
3
X
1
/
a
a
V
o
で
次
の
可
能
性
を
も
っ
3
X
,
/
a
a
>
。9
(
1
)
財
が
逆
総
代
替
財
な
ら
ば
s
y
,
/
a
X
,
A
o
,
a
y
,
/
a
X
,
A
0
で
そ
れ
ゆ
え
d
y
s
[
d
g
V
o》
d
y
t
[
d
g
V
o
で
あ
る
。
(
2
)
財
が
逆
総
補
完
財
な
ら
ば
S
y
,
/
a
X
,
>
。》
Syt]
包拓
V
o
で
次
の
可
能
性
を
も
っ
(
a
)
普
通
の
ケ
ー
ス
で
は
d
y
,
/
d
a
V
o
"
d
y
-
]
d
g
V
o
（一）
的
ケ
ー
ス
で
は
解
は
mー
1
種
の
す
べ
て
の
財
に
た
い
す
る
需
要
が
変
化
す
る
と
い
う
一
般
阻
但
＞
辰
；
h
の
ば
あ
い
d
y
J
d
月
ハ
0
"
d
y
i
t
>
。
君
包
x
,
8
a
 a
x
,
 
(
b
)
 
言
g人
ハ
哀
宮
ー
の
ば
あ
い
dyt
尽
八
0
"
d
y
,
/
d
a
>
。
翌
包x
,
8
a
 a
x
,
 
(
C
)
 
d
y
,
/
d
a
Aハ
0,
d
y
,
/
d
a
Aハ0
の
ケ
ー
ス
は
上
述
の
安
定
条
件
に
よ
っ
て
除
外
さ
れ
て
い
る
。
b
、
Xs
の
需
要
が
増
加
し
瓦
の
需
要
が
減
少
す
る
ば
あ
い
。
裟
,/'fJa>
。9
包
X
ミ
翌
八
0
で
次
の
可
能
性
を
も
っ
(
1
)
財
が
逆
総
補
完
財
で
あ
れ
ば
0
y
,
/
8
X
,
>
。9s
y
i
[
'
f
J
X
,
>
O
で
そ
れ
ゆ
え
d
y
,
/
d
a
:
V
o
"
d
y
i
>
芯
八
0
で
あ
る
。
の
可
能
性
を
も
っ
(
a
)
普
通
の
ケ
ー
ス
で
は
d
y
,
/
d
a
V
o
"
d
y
t
A
d
a
八
0
喜
星
v
＿
哀
g
の
ば
あ
い
d
y
,
/
食
V
o
A
d
y
t
[
d
a
>
。
翌
裟
s
定
R
S
X
t
(
b
)
 蜃
旦
△
哀
愕
一
の
ば
あ
い
d
y
,
/
d
a
八0
委
尽
八
0
翌
3
x
s
定
a
m
X
t
(
C
)
 
d
y
,
/
d
a
八
0
"
d
y
,
/
d
a
v
0
の
ケ
ー
ス
は
上
述
の
安
定
条
件
に
よ
っ
て
除
外
さ
れ
て
い
る
。
で
も
あ
る
。
二
財
体
系
で
は
逆
総
代
替
（
補
完
）
財
は
ま
た
直
総
代
替
（
補
完
）
財
（
木
村
）
(
2
)
財
が
逆
総
代
替
財
な
ら
ば
s
y
,
/
o
X
,
八
0
"
0
y
i
[
s
x
"
A
0
で
次
八
六
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(
S
北
"
t
)
(3) 
J
.
,
/
J
Aハ
0
(2) 
a
s
1
>
。
モ
ザ
ッ
ク
「
国
際
貿
易
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
」
日
（
木
村
）
さ
て
ま
づ
第
一
に
、
も
し
も
定
理
が
nー
1
種
の
財
の
体
系
(
S
番
目
仮
定
に
よ
っ
て
(1)
llss
八
O
(
s
1
1
1
,
 
2
,
…
…
＂
n
)
 
a
.
1
 
つ
い
て
正
で
あ
る
な
ら
ば
負
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
（
仮
定
に
よ
り
す
べ
本
文
で
、
す
べ
て
の
財
が
相
互
に
総
代
替
財
で
あ
れ
ば
、
す
べ
て
の
価
(
4
.
1
3
)
 
陸
1
1
ー
心
:
后
_
頃
?
l
t
i
I
F
I
t阻
食
智
J
IJa 
J
 
I
J
a
 
J
 
裟
1
s
y
t
3
X
2
iJy, 
&
X
.
1
1
S
Y
1
 
ー
：
．． 
剖
裟
1
翌
包
X
2
IJa 
I
J
X
.
1
1
 
第
lI
章
の
附
録
行
列
式
に
か
ん
す
る
定
理
格
は
そ
れ
ら
の
う
ち
の
―
つ
に
た
い
す
る
需
要
が
増
加
す
る
ば
あ
い
に
は
必
ず
上
昇
す
る
と
述
べ
た
。
需
要
の
変
化
よ
り
す
る
価
格
変
化
は
d
y
t
3
X
s
J
s
t
 
＂＂ー
d
a
 
!Ya 
J
 
で
与
え
ら
れ
る
の
で
、
す
べ
て
の
J
,
,
/
J
は
す
べ
て
の
合
が
S
北
t
に
て
の
a,
は
負
。
）
こ
の
命
題
の
数
学
的
帰
納
法
に
よ
る
証
明
a
u
 
a
1
2
…
a
l
i
…
0
1
;
 ・・・a1・ 
ll21 
l
l
2
2
・
:
a
"
1
 
・・・a2; 
・・・a2●
 
含
a
;
2
…
aii
…
0
i
j••• 
a
i
n
 
J
"
＂ ••....•.•.•••••.••••••••••••••••• 
a
;
1
 
a
;
2
 ・・・a;;
…
a
j
j
…
a
j
n
 
a
.
2
・
:
a
.
i
 
••• 
d
.
j
 ••• 
d
 ..
 
l
21 
註
D
八
七
の
体
系
に
も
妥
当
す
る
こ
と
を
示
す
。
(
4
)
'
J
u
k
t
/
J
s
s
A
0
(
k
,
 t~s) 
③
と
山
と
よ
り
(5)
J
s
s
k
t
/
J
>
。
(
6
l
 
h
=
a
1
.
~
+
a
2
,
~
＋
…
…
十
a
,ー1
"＂ Jき
(
S
1
1
)
S
J
 
J
 
J
 
J
 
+
a
,
+
1
,
s
 J
き
[
+
l
)
s
+
…
・
:
+
d
t
J
s
t
j
n
s
1
1
|
J
,
,
,
 kl 
J,1Jksー
J
,
,
J
k
t
J
 
(
7
)
 
J,1
こ
,s11
⑥
に
代
入
し
、
条
件
図
と
固
を
用
い
て
(8)
J
,
,
/
J
八
0
か
く
て
n
種
の
財
の
体
系
に
妥
当
す
る
。
次
に
条
件
④
が
最
も
低
い
列
の
行
列
式
J
に
つ
い
て
妥
当
す
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
充
分
で
あ
る
。
n
1
1
3
に
つ
い
て
。
a
,
,
 
a
,
,
 
a
,
k
 
a
i
i
d
t
k
 
J
1
1
a
i
s
含
含
八
0
,
I
s
s
=
V
0
,
 
Js,, 
k
l
1
1
1
a
i
K
Aハ0
含
含
d
k
k
-
S
t
a
k
k
し
た
が
っ
て
Jss,
kt/Jss
八
0
か
く
し
て
証
明
は
完
全
で
あ
る
。
(
4
.
1
)
 
(
4
.
2
)
を
用
い
て
a
n
1琴
＇
＿
‘
a
1
2
琴
＋
…
…
＋
a
,
,
,
,
ー
~
=
O
+
a
2
2
琵
＋
…
…
＋
a2"
ぶ
鍔
1
1
0
IIO 
d
y
n
1
1
 
d
y
2
 
a
u
ー
I
9
1
+
a
n
1
1〗2
|
|
＇
’
…
·
:
+
a
ざ
1
1
;
-
1
d
y
,
 
d
y
,
 
の
財
の
省
か
れ
た
体
系
）
に
妥
当
す
る
と
仮
定
す
れ
ば
そ
れ
は
n
種
の
財
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こ
の
連
立
方
程
式
の
解
の
全
部
が
0
で
な
い
た
め
に
は
、
係
数
の
行
列
式
D
1
1
0
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
d
X
,
 
a
u
ー
1
a
,
2
•
…
·
·
a
,
,
.
ー
1
d
y
,
 
a2, 
a22…
…
…
a2,.ー
1
"
"
O
............................. ・●.・
.
.
.
 .
 
à
.11,1 
a
.
1
1
、
2…
・
:
a
n
1
1
"
n
1
1
d
X
1
.
 
d
X
1ー
J
I
A
0
 
d
y
1
 
Ju 
こ
れ
は
(
4
.
3
)
を
用
い
て
J
ー
—
|
J
1
1
1
0
:
|
|
|
令
1
幻
同
じ
結
果
に
な
る
の
で
調
整
さ
れ
る
価
格
を
一
つ
つ
つ
、
ふ
や
し
て
ゆ
く
や
り
方
で
考
え
て
み
れ
ば
、
1
1
a
n
A
0
 
d
X
1
1
裟
1
d
y
1
 
/Jy1 
(
a
)
 
他
の
財
に
つ
い
て
も
同
様
の
条
件
が
成
立
す
る
か
ら
一
般
的
に
書
け
ば
a
,
,
A
0
 
(s111`2•
……
`n|1) 
袋
111
阻
＋
度
は
ぽ
八
°
d
y
1
 
/Jy1 
/Jy2 
d
y
1
 
(
b
)
 
阻
＋
阻
歴
IIO
S
y
1
さ
2
d
y
1
 
こ
れ
よ
り
a
u
 a12 
恰
11la,.
a
2
2
I
A
0
 
d
y
,
,
a
2
2
 
(
a
)
に
よ
っ
て
a22
八
0
で
あ
る
か
ら
一
戸
二
戸
V
o
他
の
財
に
つ
い
て
も
同
様
の
条
件
が
成
立
す
る
か
ら
一
般
的
に
書
け
竺
琵
彗
V
o
(
s
"
s
介?・
2
,
·
…
•
•
"
nー
1
)
陵
1
に
5
+
哀
は
筐
阻
磨
A
0
d
y
,
 
l}y,
翌
d
y
,
iJy, 
d
y
,
 
(
C
)
 
祖
＋
阻
磨
＋
阻
榜
110
さ
y
i
S
Y
2
d
y
,
 
iJy, 
d
y
,
 
H
（
木
村
）
こ
れ
よ
り哀
1
1
]
いいー一
a,
a,
 I
 
<。
d
y
1
-
0
3
1
d
3
2
a
3
3
d
3
2
d
3
3
 
よ
り
a22 
a2, 
＞。
a,2 
aaa 
a
,
,
A
0
,
 
(
b
)
 
阻
＋
阻
陸
2
十
阻
索
IIO
S
y
,
 
8
y
2
 
d
y
,
 
8
y
,
 
d
y
,
 
c c 
: : 
0 0 -" ` ` 
了
a
n
 a,2 
a
"
 
:. 
a2, 
a22 
a2,
八
0
d
3
1
a
3
2
d
3
3
 
他
の
財
に
つ
い
て
も
同
様
の
条
件
が
成
立
す
る
か
ら
一
般
的
に
書
け
ば
、
a
s
s
d
s
i
d
s
k
 
Ot, 
Ott Ot• 
1
A
0
(
s
"
s
〖
芥
〗
1
"
2
"
…
…
＂nー
1
)
a
k
s
0
u
a
k
k
 
か
よ
う
に
し
て
調
整
さ
れ
る
価
格
を
ふ
や
し
て
ゆ
け
ば
(
4
.
5
)
の
完
全
安
定
条
件
が
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
安
定
条
件
を
一
般
的
に
書
け
ば
不
完
全
安
定
条
件
d
(
X
,
|
x
"）
1
応
に
1
1
7
1
心
r
麿
八
0
(
S
1
1
r
)
ピ
翌
巳
110
(s"s;"r"s111, 
2,
…
…
9
 
r
ー
1
"
r
+
1
'
•
•
…
·
9
n
ー
1
)
d
y
,
 
d
y
,
 
t
 =1
 
．
哀
I
」八
0
:
d
y
,
 
J, 
完
全
安
定
条
件
行
列
式
J
に
お
い
て
、
そ
の
奇
数
次
の
首
座
小
行
列
式
は
す
べ
て
負
、
偶
数
次
の
首
座
小
行
列
式
は
す
べ
て
正
。
a
"
s
a
s
t
a
s
k
 
a
t
s
a
u
a
i
K
A
0
`
…
…
 
a
k
s
a
:
a
k
k
 
s
"
t
9
k
1
1
1
,
 2,
…•••, 
n
-
1
)
 
(
北
予
K
八
八
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め
き
x
.
l
0
ヽ
が
す
ぺ
て
の
個
人
に
つ
い
同
じ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
所
得
効
翌
s
果
の
合
計
は
や
(
X
I
1
X
,
)
ー
ー
均
衡
で
は
Xi-11X―
ゆ
え
所
得
項
は
0
a
、
と
な
る
。
め
H
i
c
k
s
,
P
.
7
4
訳
H
l
Q七
頁
。
の
第
I
章
の
代
替
項
の
特
性
(
3
)
の
ヤ
コ
ー
ビ
の
定
理
を
用
い
る
、o
し
（
以
下
次
号
）
モ
ザ
ッ
ク
「
国
際
貿
易
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
」
H
（
木
村
）
と
よ
八
九
